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研究成果の概要（和文）：2020年度からのコロナ禍により2年間の延長を行うことで、研究の遅れを取り戻すこ
とができた。具体的には、次のことを明らかにすることができた。1）大規模農園vs先住民という対立構図だけ
ではなく、両者の多様な関係性が構築されつつある。2）小農にもライセンス登録や認証取得が義務付けられた
ことで、小農のフォーマライズ／オーソライズが進んだ。3）各種制度に組み込まれるなかで世界市場とのつな
がりが具体化してきた。4）アブラヤシ生産者団体の役割・機能が大きく変化し、各スケールにおけるアクター
間の新たなネットワークの構築が進んだ。以上より、アブラヤシ栽培をめぐる「政治性」が顕著になりつつある
ことが分かった。

研究成果の概要（英文）：By extending the research period by two years due to the COVID-19 pandemic 
starting in fiscal year 2020, it was possible to make up for the delays in research. Specifically, 
the following points were clarified:
1) Different relationships between large farms and indigenous peoples are being constructed, not 
just a simple oppositional framework. 2) Smallholders have been formalized and authorized, as they 
are now required to obtain licenses and certifications. 3) Links with the global market have become 
tangible as they are integrated into different systems. 4) The roles and functions of oil palm 
producer groups have changed significantly, leading to the development of new networks among actors 
at different scales.
From the above, it is clear that the "politicization" of oil palm cultivation is becoming more 
pronounced.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義としては、次の点にある。焼畑民や狩猟採集民とカテゴライズされてきたボルネオの内陸先
住民が、アブラヤシという「世界商品」の栽培と流通を通して、どのように垂直統合されてきたかを示すことが
できた。それによって、東南アジア各地における小農の政治生態学的研究との接合可能性を見出すことができ
た。また、認証をめぐる制度的な問題や、外国人労働者の雇用などについても新たな知見を得ることができ、従
来の第三世界における小農研究とは異なる視点を提示できたと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
  東南アジアの辺境地域では、小農社会を取り巻く動向が大きく変化している。とくに、島しょ
地域を中心に森林伐採やプランテーション開発が進行しており、辺境の村々においても、開発の
動きに直面している。そうした動きは、従来型の生業形態や土地利用にも大きく影響を与えてお
り、先住民社会の変化過程はドラスティックな局面を迎えつつある。外部社会との接点が増加し、
一部では世界商品であるアブラヤシなどの商品作物導入に踏み切る例もみられるようになった。
そうした外部社会との接続には、農村地域から都市に移住した人々が果たす役割も大きい。この
ように変化の激しい東南アジア辺境社会を、政府や企業、都市住民との関係も含め、マルチ・ス
ケールで考察する必要に迫られている。 
 
２．研究の目的 
  本研究では、マレーシア・サラワク州を事例に、小農社会を取り巻く新たな動向を多角的・多
層的に検討し、グローバルな市場経済との関係から企業－小農関係および都市－農村関係を再
定義し、開発最前線における小農の生存戦略を明らかにする。プランテーションの世界とは別の
世界で営農してきた先住民が、都市住民との農村土地利用の競合や、認証制度の全国的浸透など
を通じて、外部社会とどのような関係性を構築しつつあるのかを、ミクロからマクロまでの各空
間スケールにおいて具体的に調査し、政治生態学的な枠組みで議論する。それによって、東南ア
ジアのプランテーション・フロンティアにおける小農の生存戦略モデルを提示する。 
 
３．研究の方法 
  現地での聞き取り調査を中心に進めつつ、各種の統計資料を収集することで、ローカルレベル
の現象とナショナルあるいはグローバルレベルでの現象を結びつけて考察する。その際、政治生
態学的な枠組みを利用して、各種の空間スケールを意識した形で、スケール間をつなぐアクター
に注目した調査を行う。より具体的に言えば、現場のローカルレベルにおいては、近年新たに創
設された小農生産者団体 DOPPA の幹部やメンバーに聞取りを行い、先住民の生業変化や世界商
品作物の栽培戦略について詳細な情報を得る。また、都市住民によるアブラヤシ栽培への参入状
況については、都市と農村の間を行き来する人々を対象に聞き取り調査を行う。一方、国際的に
求められる認証の取得状況やそれへの対応については、マレーシア・パーム油協会に聞き取りを
行うことで、スケール間の関係性を考察するための情報収集を行う。統計情報としては、マレー
シア・パーム油協会やマレーシア農業省での資料収集を行うほか、国際的な環境 NGO が提供する
各種情報も利用する。 
 
４．研究成果 
  マレーシア・サラワク州においては、過去 20 年間で、大企業によるアブラヤシ・プランテー
ション（大規模農園））開発が急速に拡大した。それに影響される形で、過去 10 年間では、先住
民による小農的アブラヤシ栽培が活発化してきた。その際に、農村住民だけでなく、都市在住先
住民たちも、農村における生業変化に大きく関与してきたことが明らかになった。とくに DOPPA
（ダヤク・アブラヤシ生産者協会）の役割は大きく、農村住民と都市住民を結び付けるだけでな
く、各種の公的機関や NGO との接続にも寄与している。さらに、世界商品を栽培することによっ
て、国際的な各種機関との関係も強くなっており、サプライチェーンの垂直的統合が進む中で、
各スケールでの関連アクターは想像以上に多様化していることも明らかになった（図 1）。 
  こうした状況のなかで先住民たちは、従来型の生業と組み合わせながら、新たな作物栽培戦略
を展開しており、それに伴い、都市―農村間移動の形態も多様化させつつある。世帯内メンバー
で複数の居住地を維持するなど、多点居住とも言うべき生業を取るケースも数多くみられるよ
うになってきた。 
  一方、世界商品を扱う上で、国際的な取引や認証に関する情報へのアクセスが重要視されるよ
うになり、こうした状況に対応するためにデジタルツール（デバイス）の活用も進みつつある。
たとえば、これまで測量も登記もなされていなかった内陸の広大な土地でアブラヤシ栽培を行
う場合、スマートフォンの GPS 機能を利用した地図の作成も普及しつつある。また、アブラヤシ
栽培の拡大は、先住民による外国人労働者雇用の促進につながっており、こうした外国人雇用に
もデジタルデバイスが利用されており、ある側面では、情報格差の問題は一気に解消されつつあ
る。こうした新しいツールの利用は、認証制度の普及によるフォーマル化の進展も影響している
ものと思われる。 
  認証制度の普及は世界市場への先住民あるいは辺境小農の統合という面を強く持ちながらも、
別の動きも存在する。外国人労働者の雇用はプランテーションとの関係も深いが、その多くは非
合法のインフォーマル労働者である。また、認証の過程も地方によっては独自の緩和策が用いら
れるなど、なし崩し的に（再）インフォーマル化が進んでいる。このように、サプライチェーン
の垂直的統合という動きの中でも、辺境地域では小農のフォーマル化とインフォーマル化のあ
いで揺れ動いている状況を見て取ることができた。 



 

 
図 1  アブラヤシ栽培をスケール間関係と関連アクター 
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